
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年４月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３函第４６号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２５年４月２１日 ０７時１０分ごろ 

発生場所 北海道天塩
て し お

町天塩港 

 天塩港西防波堤灯台から真方位２００°０.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯４４°５２.０′ 東経１４１°４４.０′） 

事故等調査の経過  平成２５年１０月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（函

館事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

砂利採取運搬船 和晃
わ こ う

丸、４４６トン 

 １３２７５１、中村海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に凹損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、船首約３.６ｍ、船尾約４.８ｍ

の喫水により、船長が、手動操舵で操船に当たって天塩港を発し、約

５ノットの対地速力で天塩港西外防波堤の南方に達して針路を西に向

けた。 

 船長は、肉眼及び１.５Ｍレンジとしたレーダーで左舷船首方に東

進する漁船１隻（以下「本件漁船」という。）を認めたが、左舷対左

舷で通過できる態勢であったので、同じ針路で航行を続けていたとこ

ろ、本件漁船が、左転し、本船の前路を右方に横切る態勢となったた

め、避航しようとして右舵一杯とした。 

 本船は、大きく右転し、平成２５年４月２１日０７時１０分ごろ、

西外防波堤南端付近を通過した際、船長が船底に衝撃を感じた。 

 船長は、怪我
け が

人及び浸水がないことを確認して航行を続け、本船

は、後日、ダイバーにより、船底外板に凹損が確認された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期、波向 東、波高 約１～２ｍ 

 その他の事項  西外防波堤南端付近には、砂が堆積して浅所が生じていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、天塩港を西進中、西外防波堤の南方沖で右転したことか

ら、同防波堤南端付近の浅所に接近することとなり、同浅所に乗り揚



 

げたものと考えられる。 

本船は、左舷対左舷で通過できると思っていた本件漁船が本船の前

路を右方に横切る態勢となり、右転したものと考えられるが、本件漁

船を特定できなかったため、本件漁船の動静を明らかにすることはで

きなかった。 

原因  本事故は、本船が、天塩港を西進中、西外防波堤の南方沖で右転し

たため、同防波堤南端付近の浅所に接近することとなり、同浅所に乗

り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・港口付近で他船と行き会う際は、十分に減速し、他船と十分な距

離を保つなどして不測の事態に対応できる態勢をとること。 

 

 


